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登米市長

熊
く ま

谷
が い

 盛
も り

廣
ひ ろ

人が輝くまちづくりに前進

　

新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、コ
ロ
ナ

禍
の
困
難
な
年
が
明
け
、そ
れ
ぞ

れ
の
抱
負
や
希
望
を
胸
に
、新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
お

い
て
、新
た
な
26
名
に
よ
る
登
米

市
議
会
５
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。市
民
皆
さ
ま
か
ら
信
頼
さ

れ
る
議
会
と
し
て
、行
政
に
対
す

る
監
視
お
よ
び
評
価
な
ら
び
に
政

策
立
案
・
提
言
等
に
係
る
機
能
を

十
分
に
発
揮
す
べ
く
、今
後
も
そ

の
強
化
と
研
さ
ん
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

昨
年
は
、本
市
が
舞
台
地
の
一

つ
と
し
て
撮
影
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連

続
テ
レ
ビ
小
説「
お
か
え
り
モ
ネ
」

が
放
送
さ
れ
、登
米
の
魅
力
が
ま

さ
に〝
な
な
い
ろ
〞に
輝
い
た
年
で

し
た
。豊
か
な
自
然
や
伝
統
文
化

な
ど
、た
く
さ
ん
の
魅
力
と
人
々

の
思
い
の
虹
が
本
市
か
ら
全
国
各

地
へ
と
懸
か
っ
て
い
く
素
晴
ら
し

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
作

品
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、今
後

ま
す
ま
す
の
交
流
人
口
の
拡
大
、

地
域
の
活
性
化
に
弾
み
が
つ
く
も

の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、登
米
総
合
産
業
高
等
学

校
が
環
境
保
全
米
栽
培
の
取
り
組

み
に
よ
り
、「
第
９
回
オ
リ
ザ
賞
」

で
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
は
、

先
人
の
思
い
と
取
り
組
み
が
受
け

継
が
れ
、こ
れ
か
ら
も
登
米
の
大

地
に
豊
か
な
実
り
を
も
た
ら
す
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、日
本
の
食
材
供
給
基
地
で
あ

る
本
市
は
、米
価
の
大
幅
な
下
落
、

農
畜
産
物
な
ど
の
販
売
不
振
が
続

き
、感
染
防
止
に
伴
う
飲
食
店
の

利
用
制
限
、イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な

ど
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、感
染
防
止
対
策
や
更

な
る
経
済
支
援
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
よ
う
政
策
提
言
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

中
国
・
宋
の
時
代
の
賢
人
・
李り

繹え
き

と
い
う
人
物
は「
五
知
先
生
伝
」に

出
て
い
る
言
葉
で
、５
つ
の「
知
」

を
得
る
こ
と
で
、難
局
を
乗
り
越

え
ら
れ
る
と
説
い
て
い
ま
す
。

　

私
な
り
の
解
釈
で
す
が
、

「
時
」を
知
る
こ
と
＝
時
代
の
流
れ

を
的
確
に
捉
え
る
こ
と

「
難
」を
知
る
こ
と
＝
今
、何
が
問

題
な
の
か
を
把
握
す
る
こ
と

「
命
」を
知
る
こ
と
＝
自
分
に
は
何

が
で
き
る
の
か
、自
ら
の
使
命
を

見
極
め
る
こ
と

「
退
」を
知
る
こ
と
＝
物
事
の
終
わ

り
を
見
極
め
て
、そ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
見
計
ら
う
こ
と

「
足
る
」を
知
る
こ
と
＝
日
々
の
生

活
の
中
に
満
足
を
見
出
す
こ
と

　

こ
の
５
つ
の「
知
」を
養
う
こ
と

で
難
局
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
訓お
し

え
で
す
。

　

登
米
市
議
会
は
、激
し
い
社
会

環
境
の
変
化
に
伴
っ
て
多
様
化
・

複
雑
化
し
た
地
域
の
課
題
解
決
と

い
う
難
局
に
立
ち
向
か
う
に
あ
た

り
、こ
の
５
つ
の「
知
」を
養
い
得

て
、そ
こ
に
６
つ
目
の「
知
」＝
市

民
の「
声
」を
知
る
こ
と
を
加
え
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
思
い
を
し
っ
か

り
く
み
取
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、今
、市
政
の
取
り
組
む

べ
き
ニ
ー
ズ
と
課
題
を
的
確
に
捉

え
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」に
ま
い
進
し
、市
民
の
皆
さ

ま
と
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、職
務

を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

結
び
に
、
壬
み
ず
の
え

寅と
ら

年
は「
冬
が
厳

し
い
ほ
ど
春
の
芽
吹
き
は
生
命
力

に
あ
ふ
れ
、華
々
し
く
生
ま
れ
る

年
に
な
る
」と
い
わ
れ
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
終
息
を
願
う
と
と

も
に
、こ
の
一
年
が
平
穏
で
災
害

の
な
い
、市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、新
年

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
の
新
春
を
皆
さ
ま

と
と
も
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
を
、心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
に
も
冬
の
使
者
で
あ
る
白

鳥
が
飛
来
し
、今
ま
さ
に
凛
と
し

た
寒
さ
に
包
ま
れ
る
中
、市
長
と

し
て
２
期
目
と
な
り
ま
す
本
年
の

市
政
運
営
に
向
け
て
、改
め
て
気

が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
は
、地
域
経
済
に

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、市
民

生
活
は
も
と
よ
り
農
業
に
お
い
て

も
、米
価
の
大
幅
な
下
落
の
ほ
か
、

飲
食
業
や
観
光
業
、製
造
業
な
ど

あ
ら
ゆ
る
業
種
に
そ
の
影
響
が
及

び
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ

ビ
小
説「
お
か
え
り
モ
ネ
」が
全
国

放
送
さ
れ
た
こ
と
で
、本
市
の
林

業
に
も
明
る
い
光
が
差
し
込
み
、

木
工
品
の
売
り
上
げ
や
観
光
客
の

増
加
に
も
そ
の
効
果
が
表
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
盛
り
上
が
り
を
し
っ

か
り
と
持
続
さ
せ
、関
係
人
口
の

拡
大
や
移
住
・
定
住
の
促
進
、観
光

振
興
な
ど
を
通
じ
確
実
に
経
済
効

果
に
波
及
さ
せ
、市
内
全
体
の
活

性
化
へ
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
ポ
ー
ラ

ン
ド
ボ
ー
ト
競
技
代
表
選
手
団
の

事
前
合
宿
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
乗
り
越
え
無
事

に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
事
業

は
、感
染
症
対
策
と
し
て
オ
ン
ラ

イ
ン
を
活
用
す
る
方
法
と
な
り
ま

し
た
が
、私
た
ち
の「
お
も
て
な
し

の
気
持
ち
」は
ポ
ー
ラ
ン
ド
ボ
ー

ト
チ
ー
ム
へ
伝
わ
り
、銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
す
る
原
動
力
の
一
部
と

な
っ
た
も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　

優
先
接
種
者
か
ら
順
次
始
ま
っ

た
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
も
、一
般
接
種
者
の
集
団
接
種

を
昨
年
の
９
月
末
日
で
終
了
す
る

な
ど
、市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、ス

ム
ー
ズ
な
接
種
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
医

療
関
係
者
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

社
会
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、

福
祉
、イ
ン
フ
ラ
運
営
な
ど
の
各

分
野
に
お
い
て
、事
業
を
継
続
い

た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
は
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、２
期
目
の
市
政
運
営
に

あ
た
り「
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」「
地
域
医
療
の
充

実
」「
教
育
振
興
」「
人
口
減
少
対

策
」「
産
業
振
興
」「
健
康
な
ま
ち
づ

く
り
」「
効
率
的
な
行
財
政
運
営
」

の
７
つ
に
力
を
注
ぎ
、「
未
来
に
つ

な
げ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し

て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
に
お
い
て
は
、市
内
経
済

と
市
民
生
活
の
立
て
直
し
が
急
が

れ
る
こ
と
か
ら
、市
民
の
皆
さ
ま

の
安
全
・
安
心
に
繋
が
る
取
り
組

み
を
最
優
先
と
し
な
が
ら
、ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
や
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

強
く
意
識
し
、次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
か
ら
高
齢
者
ま
で
、本

市
に
暮
ら
す
一
人
一
人
が
輝
き
、

そ
し
て
愛
着
の
持
て
る「
笑
顔
と

元
気
が
あ
ふ
れ
る
登
米
市
」を
目

指
し
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
本
市
の
将
来
像
で

あ
る「
あ
ふ
れ
る
笑
顔 

豊
か
な
自

然 

住
み
た
い
ま
ち 

と
め
」の
実

現
に
向
け
、多
く
の
皆
さ
ま
の
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、市

民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、一
歩
一

歩
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、な
お
一
層
の
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、新
し
い
一
年
が
皆
さ

ま
に
と
り
ま
し
て
、希
望
に
満
ち
、

健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、新
年
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

登米市議会議長

　關
せ き

 孝
こ う

6 つの知を養い心をひとつに
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伝統芸能体験会に参加し華麗な「鶏舞」を舞う、登米中学校の生
徒たち。

「おもちゃの広場」に参加した親子らは、木のおもちゃに触れ、穏
やかな楽しいひと時を楽しんでいました。

　「おもちゃの広場 IN cafe tetote」（みんなのおもち
ゃ箱主催）が11 月21 日、手のひらに太陽の家で開かれ
ました。
　企画したおもちゃコンサルタントの長倉理

り

恵
え

さん
は、優良なおもちゃ遊びを提供できる資格を生かし、仲
間たちと木育などを取り入れた遊びの広場イベントを
年に数回実施しています。「グッド・トイ2020」に選ば
れた木のおもちゃを用意し、事前に予約があった５組
の親子をもてなしました。芸術と遊びを組み合わせた
木育は五感を磨く効果があり、親子は木のぬくもりを
感じながら交流し合い楽しみました。

　「子供議会2021」（とめ青年会議所主催、岡本哲
た か

志
ゆ き

理事
長）は11月13日、市役所議場で開かれ、市内10校から選
ばれた19人の中学生が市長らと議論を交わしました。
　子供議員は、議長の発言許可と共に手を挙げ、演壇で
「市民が気軽に交流できる場所がほしい」「避難場所や
防災に関する標識や看板を増やすべき」など、中学生の
目線から感じたことを質問しました。伊藤琉

る

衣
い

さん＝
津山中２年＝は「自転車での通学中に感じた道路整備
の必要性について聞きました。参加したことで、今まで
は知らなかった登米市のことを聞けたので良かったで
す」と、市政への関心を高めました。

議場で発言する子供議員。登米市の未来を考えた真剣な議論が
交わされました。

　「とよま伝統芸能伝承体験会」は11月７日、伝統芸能
伝承館「森舞台」など３会場で開かれ、市内外から約200
人が参加しました。
　体験会は、登米町の伝統芸能３団体が、担い手不足で
伝承危機にある伝統芸能を体験してもらうことで興味
を持ってもらい後継者発掘につなげたいと企画。とよ
ま山車祭り保存会により７曲のお囃子と祭礼の歌「と
よま木遣り」が、岡谷地南部神楽保存会により「鶏舞」な
どが、登米謡曲会により演目「猩

しょうじょう

猩」が公演されました。
森舞台は光に照らされ幻想的な雰囲気で観客を魅了。
その後、３会場で体験会が実施されました。

子供たちは口いっぱいにご飯をほおばりながら、いつもの米と
の違いを確認していました。

　登米総合産業高農業科の生徒が栽培した環境保全米
が県の食育推進月間である11月、市内の各幼稚園と小
中学校の給食で提供されました。
　提供先の各学校・幼稚園には、約5700人分、550㌔の環
境保全米「ひとめぼれ」の新米のほか、同校農業科の生
徒が作成・編集した、新米のおいしさや栽培に対する思
い、米の栽培方法などを収録したDVDを配布。村上希

き

虎
と ら

君＝米谷小６年＝は「いつものお米よりもちもちし
ている気がします。米作りは授業で体験したことはあ
ったけど、映像を見て全体の流れがよく分かりました」
と、農業への理解を深めました。

ゲームコーナーは、宇宙飛行士の訓練にも取り入れられている
鏡の迷路や宇宙クイズなど遊びながら宇宙を学べる内容です。

　第65回特別企画展「宇宙なんちゃらこてつくん展」が
10月30日から令和４年１月23日まで、石ﾉ森章太郎ふる
さと記念館で開かれています。
　企画展はNHKで放送中のアニメがテーマ。作品に登
場するキャラクターのグッズやアニメで使われた台本
のほか、JAXAの協力により宇宙服などが展示されて
います。家族３人で入館した川村秀

ひで

樹
き

さん（51）＝北海
道小樽市＝は「私の世代のヒーローといえば仮面ライ
ダー。娘もライダーが好きで章太郎記念館に来るのを
楽しみにしていました。ゲームコーナーは、親子で楽し
みました」と企画展を満喫しました。

　自治体などが制作したＣＭ作品を紹介する「第20回
みやぎふるさとＣＭ大賞発表審査会」（東日本放送主催）
が12月４日、同本社で開かれました。
　ＣＭ大賞は、東日本放送が2002年から毎年開催して
おり、今年は29市町村が応募しました。本市では、市内
三公立校から集まった12人が「登米市内高校生制作チ
ーム」を結成。高校生たちが自ら企画・出演・編集し、登
米市観光PRキャラクター「はっとン」を中心に構成し
た市の魅力を届ける映像を制作しました。審査会の模
様は、１月３日（月）午後４時から東日本放送で放映さ
れる予定です。

審査会には、田口真
ま

唯
い

さん＝登米総合産業高３年＝と千葉涼
す ず

香
か

さん＝佐沼高２年＝が出席し、作品に込めた思いを話しました。
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11
月
３
日（
水
）

登
米
祝
祭
劇
場

◉▼
小
野
寺
範
子（
迫
）▼
石
川
喜
生
子

（
中
田
）▼
只
野
信
子（
中
田
）▼
林
忠

市（
米
山
）▼
髙
橋
邦
彦（
迫
）▼
赤
坂

幸
司（
迫
）▼
尾
形
穎
德（
登
米
）▼
庄

司
忠
美（
登
米
）▼
佐
藤
淳（
東
和
）▼

佐
藤
勉（
豊
里
）▼
石
崎
誠
功（
米
山
）

▼
島
本
和
男（
米
山
）▼
髙
橋
弘
子

（
石
越
）▼
佐
藤
次
夫（
南
方
）▼
尾
張

功
紀（
故
人
、津
山
）

◉▼
及
川
光
雄（
東
和
）▼
石
崎
琇
一

（
米
山
）▼
星
信
悟（
南
方
）▼
新
田
一

久（
米
山
）▼
柴
崎
道
博（
南
方
）▼
吉

田
徹（
石
越
）▼
飯
田
信
夫（
迫
）

◉▼
髙
橋
周
三（
迫
）▼
赤
松
興（
東
和
）

▼
熊
谷
薫（
中
田
）山
形
孝
男（
豊
里
）

▼
佐
野
俊
彦（
米
山
）

◉▼
藤
野
京
子（
迫
）▼
尾
形
や
す
ゑ

（
迫
）▼
上
野
一
子（
迫
）▼
横
山
洋
子

（
石
越
）

◉▼
八
木
し
み
子（
豊
里
）▼
須
藤
勝
利

（
登
米
）▼
遠
藤
敏（
仙
台
市
）▼
佐
藤

敬（
迫
）▼
佐
藤
利
朗（
中
田
）

◉▼
熊
谷
健
治（
中
田
）菅
原
喜
久
治

（
中
田
）▼
渡
邉
正
幸（
迫
）▼
箕
浦
春

夫（
東
和
）遠
藤
淳
一（
豊
里
）▼
千
葉

進（
迫
）▼
齋
藤
新
一（
迫
）▼
渡
邊
修

市（
登
米
）▼
小
野
寺
哲
郎（
中
田
）▼

佐
々
木
進（
中
田
）▼
布
澤
彰
規（
中

田
）▼
石
川
勇（
中
田
）▼
佐
藤
勝
男

（
中
田
）▼
小
野
寺
政
峰（
中
田
）▼
佐

籐
芳
郎（
中
田
）▼
山
内
健（
中
田
）▼

佐
藤
成
幸（
中
田
）▼
佐
藤
俊
浩（
中

田
）▼
千
葉
隼
人（
中
田
）▼
加
美
山

竜
太（
豊
里
）▼
日
野
一
樹（
豊
里
）▼

島
貫
孝
志（
米
山
）▼
青
田
修
寿（
米

山
）▼
佐
々
木
修（
南
方
）▼
後
藤
孝

雄（
南
方
）▼
高
橋
哲
也（
南
方
）▼
鹿

野
洋
一（
南
方
）▼
遠
藤
祐
幸（
南
方
）

▼
阿
部
健
治（
津
山
）▼
阿
部
慶
幸

（
津
山
）▼
中
村
謙
太（
津
山
）

◉▼
冨
田
は
る
み（
豊
里
）▼　

地
修

（
津
山
）▼
高
橋
正
孝（
登
米
）▼
佐
々

木
昭
宏（
豊
里
）▼
菊
地
君
江（
津
山
）

▼
佐
藤
宏
市（
津
山
）▼
阿
部
清
典

（
津
山
）▼
髙
橋
進（
豊
里
）▼
佐
々
木

清
孝（
豊
里
）▼
中
沢
文
博（
豊
里
）▼

佐
々
木
貞
義（
豊
里
）▼
菊
地
ち
ゑ
こ

（
津
山
）▼
西
條
美
和
子（
津
山
）▼
阿

部
一
郎（
津
山
）▼
前
田　

次（
津
山
）

11
月
３
日（
水
）

登
米
祝
祭
劇
場

◉▼
二
階
堂
智
明（
仙
台
第
三
高
）

◉▼
千
葉
美
沙
希（
佐
沼
高
）

◉▼
市
川
茉
依（
佐
沼
小
）

◉▼
Ｎ
―
Ｕ
Ｐ
Ｘ
仁（
登
米
総
合
産

業
高
）

◉▼
千
葉
一
天（
東
北
学
院
大
）▼
及
川

優
花（
仙
台
大
）

◉▼
高
橋
瑞
希（
福
島
大
）▼
阿
部
鴻
憲

（
中
田
中
）▼
及
川
陽
介（
中
田
中
）▼

伊
藤
大
翔（
登
米
中
）▼
三
浦
健
瑠

（
佐
沼
高
）▼
二
上
星（
佐
沼
高
）▼
後

藤
琉
希（
佐
沼
高
）▼
青
田
諒
大（
佐

沼
高
）▼
鈴
木
陽（
佐
沼
高
）▼
佐
藤

り
な（
佐
沼
高
）▼
熊
谷
魁
人（
上
沼

小
）▼
田
口
理
央（
加
賀
野
小
）▼
菅

原
楽
久（
米
山
中
）▼
後
藤
美
羽（
中

田
中
）▼
及
川
直（
中
田
中
）▼
藤
原

涼
真（
佐
沼
中
）▼
石
川
愛
怜（
古
川

黎
明
中
）▼
佐
藤
風
雅（
登
米
総
合
産

業
高
）▼
小
泉
宗
士（
福
島
大
）▼
小

野
寺
晃（
佐
沼
Ｐ
Ｖ
Ｃ
）

◉▼
髙
橋
勝（
米
山
）

11
月
１
日（
月
）

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル

宮
城

◉▼
及
川
純
子（
東
和
）▼
遠
藤
き
く

よ（
迫
）▼
小
野
史
郎（
中
田
）▼
千

葉
克
彦（
米
山
）▼
佐
々
木
義
郎

（
豊
里
）▼
佐
藤
正
子（
中
田
）

◉▼
大
森
透（
津
山
）▼
松
浦
恒
夫

（
石
越
）▼
小
野
寺
繁
喜（
中
田
）▼

西
條
栄
一（
津
山
）

　

市
は
、令
和
４
年
４
月
以
降
に

進
学
・
進
級
す
る
希
望
者
に
、奨
学

金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

国
内
の
高
等
学
校
、高
等

専
門
学
校
、専
修
学
校（
高
等
課

程
・
専
門
課
程
に
限
る
）、短
期
大

学
、大
学（
大
学
院
を
除
く
）

正
規
の
修
業
期
間
内

次
の
条
件
全
て
に
当

て
は
ま
る
こ
と
▼
人
物
＝
市
内
在

住
で
、生
計
の
基
礎
が
市
内
に
あ

り
、心
身
と
も
に
健
康
な
人
▼
学

力
＝
最
終
学
年
の
直
近
の
成
績
が

学
年
評
定
３
・
５
以
上
ま
た
は
成

績
順
位
が
上
位
50
％
以
内
の
人
▼

家
計
＝
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学

が
困
難
な
人

大
学
、正
看
護
師
の
資
格

が
取
得
で
き
る
学
校

50
万
円
以
内

▼
医
学
部
、獣
医
学

部
な
ど
＝
６
年
以
内
▼
そ
れ
以
外

＝
４
年
以
内

市
内
在
住
で
、学
資

支
払
い
が
困
難
な
人

予
算
の
範
囲
内

１
月
４
日（
火
）〜
２

月
18
日（
金
）（
土
日
、祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
受
け
付
け
）

▼
市
育
英
資
金
・
浅
野
兄
妹
奨
学

資
金
、上
杉
奨
学
金
の
重
複
応
募

は
で
き
ま
せ
ん
▼
市
育
英
資
金
・

浅
野
兄
妹
奨
学
資
金
は
、日
本
学

生
支
援
機
構
な
ど
、他
の
機
関
が

運
営
す
る
奨
学
資
金
を
借
り
て
い

る
、ま
た
は
借
り
る
こ
と
が
決
定

し
て
い
る（
見
込
み
を
含
む
）場
合

は
、貸
し
付
け
で
き
ま
せ
ん

奨
学
生
選
考
委
員
会

で
審
査
し
、教
育
委
員
会
で
決
定

（
令
和
４
年
３
月
開
催
予
定
）

❶
奨
学
生
願
書
❷
学

校
長
推
薦
書
❸
健
康
診
断
書（
任

意
様
式
／
学
校
が
発
行
す
る
も
の

で
も
可
）❹
住
民
票
謄
本（
世
帯
全

員
の
も
の
で
本
籍
記
載
の
も
の
）

❺
令
和
３
年
度
納
税
証
明
書（
世

帯
全
員
分
・
連
帯
保
証
人
分
）❻
令

和
２
年
中
の
世
帯
全
員
の
収
入
が

分
か
る
書
類
＝
所
得
控
除
の
記
載

が
あ
る
所
得
証
明
書
な
ど

※
❶
と
❷
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

教
育

委
員
会
教
育
部
教
育
総
務
課（
総

務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
０
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❶
現
地
の
地
積
測

量
、境
界
確
定
は
落
札
者
で
費
用

を
負
担
す
る
こ
と
❷
売
却
物
件
上

に
あ
る
既
存
の
建
物
は
、耐
用
年

数
を
大
き
く
経
過
し
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
た
め
、売
買
契

約
締
結
の
日
か
ら
１
年
以
内
に
、

建
物
な
ど（
建
物
本
体
、建
物
内
の

動
産
そ
の
他
残
置
物
一
切
を
含

む
）を
落
札
者
の
負
担
で
解
体
撤

去
す
る
こ
と
。た
だ
し
、防
災
行
政

無
線
に
つ
い
て
は
、現
状
の
ま
ま

存
続
さ
せ
る
こ
と
。ま
た
、防
火
水

槽
は
現
状
渡
し
と
す
る
❸
市
の
活

性
化
に
役
立
つ
よ
う
、住
宅
や
共

同
住
宅
な
ど
居
住
を
伴
う
も
の
と

す
る
こ
と

申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、必
要
書
類
を
添
付
し

て
持
参
く
だ
さ
い

※
申
込
用
紙
は
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
総
務
課
で
配
布
し

❶

❷

❸

❹

❺

ま
す

▼
個
人
＝
❶
住
民
票

❷
印
鑑
証
明
書
❸
本
籍
地
の
市
町

村
長
が
発
行
す
る
身
分
証
明
書
❹

身
分
証（
運
転
免
許
証
、健
康
保
険

証
な
ど
の
写
し
）―
各
１
通
▼
法

人
＝
❶
法
人
登
記
簿
謄
本
❷
代
表

者
の
印
鑑
証
明
書
―
各
１
通

※
詳
細
は
、電
話
な
ど
で
問
い
合

わ
せ
る
か
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

総
務

部
総
務
課（
財
産
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
２
―
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

☎

❶ ❷
❺

　

市
で
開
催
し
た「
第
63
回
水
道

週
間
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
」に
市
内

の
小
中
学
生
、一
般
か
ら
７
６
１

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。各
部

門
の
優
秀
な
作
品
は
、水
道
週
間

協
賛
懸
賞
募
集（
日
本
水
道
新
聞

社
主
催
）に
出
品
し
、作
文
中
学
生

の
部
で
鈴
木
怜
奈
さ
ん（
米
山
中
）

の
作
品「
感
謝
の
一
滴
」が
厚
生
労

働
大
臣
賞
を
受
賞
、伊
藤
美
織
さ

ん（
米
山
中
）の
作
品
「
当
た
り
前

と
思
っ
ち
ゃ
ダ
メ
」が
入
選
を
し

ま
し
た
。入
賞
者
は
、次
の
通
り
。

◉

▼
櫻
井
美
月（
登
米
小
）

▼
五
十
嵐
大
道（
宝
江
小
）

▼
武
田
梨
那（
加
賀
野
小
）▼
松
永

真
琴（
佐
沼
小
）

◉

▼
高
田
一
成（
佐
沼
小
）

▼
遊
佐
美
咲（
北
方
小
）

◉

▼
木
村
莉
緒（
登
米
中
）

▼
佐
藤
由
茉（
東
和
中
）▼

佐
藤
龍
玖（
石
越
中
）▼
梁
川
太
郎

（
登
米
中
）

◉

▼
須
藤
未
帆（
米
川
小
）

▼
千
葉
陽
菜
乃（
米
谷
小
）

▼
須
藤
彰
大（
米
川
小
）▼
佐
々
木

碧
龍（
加
賀
野
小
）

◉

▼
千
葉
彩
香（
佐
沼
小
）

▼
千
葉
愛
美
璃（
米
谷
小
）

▼
佐
々
木
稜
仁（
佐
沼
小
）▼
千
葉

心
璃
愛（
米
谷
小
）

◉

▼
伊
藤
心
菜（
加
賀
野
小
）

／
だ
い
か
つ
や
く　

う
が
い
て
あ

ら
い　

か
ん
せ
ん
よ
ぼ
う

▼
佐
藤
洸
輔（
中
田
中
）▼

小学生低学年の部／櫻井美月
（登米小） 図画小学生高学年の
部／高田一成（佐沼小） 図画中
学生の部／木村莉緒（登米中）
習字小学生低学年の部／須藤未
帆（米川小） 習字小学生高学年
の部／千葉彩香（佐沼小） 熊谷
盛
も り

廣
ひ ろ

市長と審査員、受賞者の皆
さん 厚生労働大臣賞を受賞し
た鈴木怜奈さん（米山中）

22

11

44

33

55

66

77

　

下
水
道
事
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
愛
称
が「
水み

守も
る

さ
ん
」

に
決
定
。応
募
総
数
１
２
３
件
の

中
か
ら
上
下
水
道
事
業
運
営
審
議

会
で
選
考
し
、米
山
町
在
住
の
早

坂
洋ひ

ろ

美み

さ
ん
が
応
募
し
た
愛
称
が

最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

選
定
理
由
は
、下
水
道
事
業
が

適
正
な
水
循
環
の
一
翼
を
担
い
、

水
質
保
全
に
貢
献
す
る「
水
を
守

る
」大
切
な
事
業
で
あ
る
こ
と
を

表
す
愛
称
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

上
下
水
道
部
経
営

総
務
課（
経
営
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
３

蓮
沼
恭
佑（
登
米
小
）▼
伊
藤
羽
菜

（
加
賀
野
小
）

◉

▼
櫻
井
陽
太（
登
米
小
）／

せ
か
い
を
つ
な
ぐ
水

▼
稲
邉
領
汰（
加
賀
野
小
）

▼
加
美
山
凛
々
花（
佐
沼
小
）

◉

▼
千
葉
彩
香（
佐
沼
小
）／

水
に
感
謝
し
て
生
き
る

▼
清
野
玲
奈（
加
賀
野
小
）

▼
千
葉
瑠
花（
横
山
小
）▼
遠
藤
日

和（
北
方
小
）

◉

鈴
木
怜
奈（
米
山
中
）／
感

謝
の
一
滴伊

藤
美
織（
米
山
中
）

※
受
賞
作
品
は
、上
下
水
道
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

上
下
水
道
部
経
営

総
務
課（
経
営
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
３

❶❷❺

❹

❸
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◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267
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☎

◉診療科目　内科、外科、小児科　※原則応急処置まで
診療時間など、詳しくは問い合わせください。
【問い合わせ】石巻市夜間急患センター（石巻赤十字病院敷地内）☎0225（94）5111

㊎

㊋

㊍

㊎

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

　☎

  ◉日曜日：受付時間9:00～16:30
  ◉夜間：小児（６歳以上）の診察を希望す 
　る場合はご連絡ください
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

❶
▶

❷
▶

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
問
題
を
抱

え
る
人
の
家
族
が
、病
気
の
治
療

や
回
復
の
過
程
、依
存
症
に
よ
る

問
題
行
動
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

学
び
合
う
た
め
の
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

飲
酒
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ

ル
な
ど
に
関
す
る
依
存
症
で
悩
ん

で
い
る
人
の
家
族

１
月
12
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

登
米
保
健
所

精
神
保
健
福
祉
士

無
料

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

登
米

保
健
所（
母
子
・
障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

 

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
、地
域
や
職
場
で
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
を
見
守
っ
た

り
、寄
り
添
っ
た
り
、支
え
合
っ

た
り
で
き
る
よ
う
に
応
援
す
る

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
養
成

す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

１
月
18
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

東
和
総
合
支
所

東
和
・
登
米
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
３
）４
８
１
１

１
月
11
日（
火
）

※
定
員
20
人（
先
着
順
）

■12
月
29
日（
水
）〜
１
月
３
日（
月
）

※
諸
証
明
の
発
行
や
転
入
・
転
出

な
ど
、異
動
の
届
け
出
は
で
き
ま

せ
ん
。出
生
・
死
亡
届
な
ど
の
届
け

出
は
、日
直
が
受
け
付
け
ま
す

各
総
合
支
所
市
民

課（
地
域
振
興
係
）

■12
月
29
日（
水
）〜
１
月
３
日（
月
）

各
市
立
病
院
・
診

療
所

■12
月
31
日（
金
）、１
月
１
日（
土
・

祝
）、２
日（
日
）登

米
市
斎
場

☎
０
２
２
０（
２
２
）４
０
４
０

■12
月
31
日（
金
）〜
１
月
３
日（
月
）

環
境
事
業
所
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
７
６
）０
１
０
２

■12
月
30
日（
木
）〜
１
月
３
日（
月
）

環
境
事
業
所
衛
生

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
２
５
４

■１
月
１
日（
土
・
祝
）

※
12
月
29
日（
水
）〜
31
日（
金
）、

１
月
３
日（
月
）は
休
日
ダ
イ
ヤ
で

運
行
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
地
域
づ
く
り
推

進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

■12
月
29
日（
水
）〜
１
月
３
日（
月
）

▼
各
総
合
支
所
市
民
課（
地
域
振

興
係
）

▼
市
立
豊
里
病
院

☎
０
２
２
５（
７
６
）２
０
２
３

■12
月
29
日（
水
）〜
１
月
５
日（
水
）

市
民
プ
ー
ル

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
４
９
２

■12
月
13
日（
月
）〜
１
月
３
日（
月
）

※
薫く

ん

蒸じ
ょ
う

作
業
の
た
め
長
期
休
館

し
ま
す

歴
史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

　

市
民
の
安
全
・
安
心
を
願
い
、令

和
４
年
登
米
市
消
防
団
出
初
式
を

開
催
し
ま
す
。

　

式
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、式
典
の
み

実
施
し
ま
す
。入
場
は
関
係
者
に

限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
月
９
日（
日
）午
前
９
時

30
分
〜
10
時
20
分

登
米
祝
祭
劇
場（
大
ホ
ー

ル
）

消
防
本
部
警
防
課

（
消
防
団
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
１

　

税
申
告
用
に
要
介
護
者
の
障
害

者
控
除
と
、お
む
つ
代
医
療
費
控

除
の
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

認
定
基
準
日（
令
和
３

年
12
月
31
日
、令
和
３
年
中
に
亡

く
な
っ
た
人
は
死
亡
日
）に
65
歳

以
上
で
、要
介
護
１
〜
５
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人

▼
要
介
護
１
〜
３
＝
障
害
者
控
除

▼
要
介
護
４
、５
＝
特
別
障
害
者

控
除

無
料

※
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い

る
場
合
は
、手
帳
の
提
示
で
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す

※
要
介
護
４
、５
で
特
別
障
害
者

控
除
の
対
象
に
な
る
場
合
は
、手

帳
の
等
級
に
よ
っ
て
認
定
書
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

　

寝
た
き
り
で
お
む
つ
を
使
用
し

て
い
る
場
合
、お
む
つ
代
が
医
療

費
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

お
む
つ
代
の
医
療
費
控

除
適
用
が
２
年
目
以
降
で
、要
介

護
認
定
時
の
主
治
医
意
見
書
に
よ

り
、寝
た
き
り
で
お
む
つ
が
必
要

な
こ
と
を
確
認
で
き
る
人

１
通
３
０
０
円

※
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
初

め
て
受
け
る
場
合（
１
年
目
）は
、

医
師
の
証
明
が
必
要
で
す
。証
明

書
の
様
式
は
、各
総
合
支
所
市
民

課
窓
口
に
あ
り
ま
す

１
月
４
日（
火
）〜
３

月
15
日（
火
）（
土
日
、祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
受
け
付
け
）

▼
各
総
合
支
所
市
民
課（
市
民
係
）

▼
福
祉
事
務
所
長
寿
介
護
課（
認

定
審
査
係
）本

人
ま
た
は
そ
の
親
族

対
象
者
の

介
護
保
険
被
保
険
者
証
、申
請
者

の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
）

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
認
定
審
査
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１



15 142022.1

迫
　「みやぎ花のあるまちコンクール表彰式」（県、すばらしい
みやぎを創る協議会共催）は11 月16 日、ホテル白萩で開
かれ、迫町の吐出地区が最優秀賞を、西舘地区が審査員特別
賞を受賞しました。
　吐出地区は住民が一体となって集落センターでの植栽に
参加。地域のふれあいや子どもたちの情操を養う花育への
取り組みなどが高く評価されました。西舘地区は春と秋の
花植えや作業後のお茶飲み会での交流が評価されました。

登米
　「火災予防街頭指導」（市婦人防火クラブ登米支部主催、後
藤久

く

美
み

子
こ

支部長）は11月13日、登米町内の交差点で実施さ
れ、同支部員４人が参加しました。
　街頭指導は、火災予防の意識を高め地域から火災を無く
すため毎月実施。支部員は、火災予防の旗を掲げ、歩行者や
ドライバーに火災予防を呼び掛けました。後藤支部長は「暖
房器具の使用が増えてきました。皆さんが火の用心への意
識を持ち、火災のない地域にしたい」と話しました。

東和
　米谷地区の「交通事故死亡ゼロ千日表彰式」は11月19
日、東和総合支所で開かれ、市交通安全対策協議会から褒状
が送られました。
　米谷地域づくり推進協議会は2019年２月から交通事故
死亡ゼロを継続し、11月17日で千日を達成しました。同協
議会の秋葉茂

しげ

雄
お

会長は「これからも1500日、２千日と継続
を目指したい。今後もご指導、ご協力をお願いします」と決
意を新たにしていました。

中田

豊里
　「豊里駅前冬の蛍通り」（同実行委員会主催、及川正

まさ

彦
ひこ

実行
委員長）は12月１日から１月31日まで、陸前豊里駅前通り
のイチョウ並木と産直がんばる館がイルミネーションで彩
られます。
　点灯初日のセレモニーは中止しましたが、風物詩となっ
た冬のホタルが通りにきらめき、地域の子どもたちが「太陽
と蛍」をテーマに描いたイラストのライトアップとともに
往来する人たちの目を楽しませています。

石越
　「防火・救急救命講習会」（市婦人防火クラブ石越支部主
催、髙橋弘

ひろ

子
こ

支部長）は11月12日、石越総合支所で開かれ、
同支部員20人が参加しました。
　講習会は消防署職員が講師となり、家庭での出火しやす
い場面や出火時の初期対応、心肺蘇生法などの講話や消火
器の使用方法を練習しました。髙橋支部長は「救命処置の流
れや、防火のために必要な事が再確認できて有意義な講習
会になりました」と話しました。

津山
　「炭焼き体験」は11月12日、学校支援ボランティアで木
炭職人の阿部政

まさ

幸
ゆき

さんの炭焼き施設で開かれ、柳津小と横
山小の5年生29人が参加しました。
　炭焼き体験は総合的な学習の一環として実施。児童は炭
作りの歴史を聞いた後、実際にまきを割り、並べる作業を体
験し、炭焼きや地元の歴史を学びました。児童たちからは
「まきは大きくて重く、割るのも並べるのも大変でした」と
いう声が上がりました。

米山
　「チューリップ球根植え」（Ｙ・Ｙ主催、髙嶋長

ちょう

悦
えつ

代表取締
役）は11月18日、道の駅米山西隣の圃場で実施され、関係
者80人が１㌶の畑にチューリップの球根を植えました。
　球根植えは、来春の「道の駅米山チューリップ祭」に向け
た作業で、参加者は富山県入善町から購入した新品種30
種４万球を含めた約60種10万球の球根を植えました。山
崎準

じゅん

一
いち

郎
ろう

駅長は「今回こそは大勢の来場者を迎え、一面を
彩るチューリップを楽しんでほしい」と話しました。

南方
　「西郷地区コミュニティ推進協議会研修会」（同協議会
主催、千葉一

かず

則
のり

会長）は11月13日、南方農村勤労福祉セン
ターで開かれ、西郷地区から77人が参加しました。
　研修会は、『～人と動物の絆～「動物介在療法」』と題し、動
物との関わり方やアニマルセラピーについて時代屋動物病
院の佐藤砂

さ

登
と

史
し

院長が講話。千葉会長は「動物が人にどのよ
うな影響をもたらし、動物がどんな役割を担ってくれてい
るのかなどがよく分かりました」と話しました。

TOWNS TOPICS

　「第５回パークゴルフ大会」（上沼コミュニティ運営協議
会主催、千葉博

ひろ

幸
ゆき

会長）は11月６日、北上川河川緑地公園
パークゴルフ場で開かれ、65人が参加しました。
　大会は、地域資源の活用と交流機会を増やすことを目的
とした、地域づくり「うわぬま元気プロジェクト！」の一環
として５年前から開催。整備されていない箇所もあるコー
スならではの楽しさと難しさに参加者は大奮闘。元気いっ
ぱいのプレーで腕を競い、親睦を深めました。
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Monthly Hot Communication

Health Books
Monthly Hot Communication

Books

Health

Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

☎
☎
☎

　登米図書館では、寒い冬でも楽しめるイベン
トを開催します。
　また、季節にぴったりの絵本や体を温めてく
れる料理の本、心をほぐしてくれる本なども用
意しています。
　新しい年のスタートに、ぜひ図書館を利用く
ださい。

登米図書館
☎0220（52）5330

　平成８年に「らい予防法の廃止に関する法律」
が施行され、明治時代から１世紀近く続いた隔離
政策はようやく終わりを告げました。しかし、ハン
セン病療養所に入所していた人の中には、完治し
たにもかかわらず、今でも療養所にとどまる人が
少なくありません。高齢で身寄りがないことや、
長期間にわたり社会との交流を絶たれてきたこ
と、ハンセン病に対する偏見や差別が今なお根強
く残っていることから、社会復帰が難しい状況に
なっているのです。
■
　国は社会復帰を支援していますが、ハンセン病
の患者と元患者の人々が住みよい社会にしていく
ためには、ハンセン病に対する偏見・差別をなくし
ていくことが必要です。そのためには、私たち一人
一人が、ハンセン病について正しい知識を持つと
ともに、ハンセン病の患者や元患者、その家族が受

けてきた過去のつらい歴史を考えながら、相手の
人権を尊重する気持ちを持つことが大切です。
　最近では、学校の子どもたちが療養所の見学に
訪れ、入所者の話を聞いたり、療養所で地域の人た
ちと交流会をするなど、知識と理解を深めるため
の活動も広がってきています。
◉
　感染力が強い、遺伝病である、不治の病である
◉
　感染力が弱く、うつりにくい。日常生活で感染す
る可能性はほとんどありません・感染しても発病
することはまれです。遺伝病ではありません。
早期に発見し、適切な治療をすれば、完治します。
※参考文献＝政府広報オンライン「ＨＩＶ・ハンセ
ン病に対する偏見・差別をなくそう」

市民生活部健康推進課（保健推進係）
☎0220（58）2116
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Dream
Monthly Hot Communication

2020年6月5日生まれ
迫町・大網　順一さんの長男

くん（１歳）

元気と笑顔いっぱいの大嘉。みんな
に可愛がられてます。これからも元
気いっぱい成長してね。

Young
Monthly Hot Communication

　177㌢でB型です。
　JAみやぎ登米のなかだあぐり店

舗で、農業資材の販売や営農相談などを担当
しています。資材の運搬でフォークリフトを
操作することがあり、高校生の時に免許を
取っていて良かったと実感しています。ミス
をしてしまい落ち込むこともありますが、農
家さんからの「この間の農薬がよく効いたよ。
ありがとう」などの声に励まされています。

　周りからは優しい性格だと
よくいわれます。人見知りなので、初めて会
う人だと様子をうかがってしまいます。

家でのんびりすることが多いで
す。運動する機会が少なくなったので、最近、
体力づくりのためジョギングを始めました。

　映画鑑賞です。映画館に行ったり
動画配信サイトを利用したりしています。料
理も好きで、手作りのたれを使ったマーボー
豆腐は家族からよくリクエストされます。

　明るくて波長が合う、一緒
にいて楽しい人ですね。同居の兄夫婦はけん
かをしているのを見たことがなく、仲が良く
て理想的だなと思います。

　仕事の面ではいろ
いろな資格を取りたいですね。仕事の幅が広
がって自信にもつながると思います。私的な
ことではキャンプをしてみたいです。自然に
囲まれた場所で、気の合う仲間とぼんやり火
を眺めたいですね。

　住み慣れたところ
なので落ち着きます。市外や県外に出た友人
たちがいつでも安心して帰省できるよう自
分はいつまでもこの町にいたいですね。

Monthly Hot Communication

Child

2020年8月23日生まれ
迫町・駒木　健太郎さんの長女
毎日食欲旺盛なひまちゃん。これか
らもいっぱい食べて、いっぱい遊ん
で大きくなってね。

みんなに応援される選手に
　僕は、３年生のころからテレビでプロ野
球を見るようになりました。プロの選手は
みんながとても格好良く、テレビを見てい
るうちにだんだんと自分もプロ野球選手に
なりたいと考えるようになりました。
　プロ野球選手になるのはとても難しいけ
れど、夢をかなえるために町の野球チーム
に入って練習しています。ボールを打った
り投げたりするのがとても楽しいです。
　それから、チームの仲間は良きライバル
です。仲間が頑張っている姿を見ると、僕も
頑張ろうという気持ちになります。
　僕の思い描くプロ野球選手は、みんなに
応援されていて、ホームラン王やゴールデ
ングラブ賞などをたくさん取り、野球が好
きな人なら誰でも知っているような選手で
す。
　これからさまざまなことに挑戦し、たく
さん練習をして、憧れのプロ野球選手にな
れるように頑張りたいです。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome

ちゃん（１歳）

いつもにこにこの穂乃香。３人のお
兄ちゃんがいて毎日にぎやかな我が
家です。４きょうだいかわいいです。

ちゃん（１歳）

2020年4月16日生まれ
中田町・ 田　弘樹さんの長女
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東
京
で
７
年
暮
ら
し
、大

勢
美
人
を
見
て
き
ま
し
た
が
、こ

れ
ま
で
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い
す

て
き
な
女
性
に
出
会
い
一
目
ぼ
れ
。

夢
合
わ
せ
で
す（
笑
）。

お
ば
あ
さ
ん
と
母
を
、実

家
の
母
親
だ
と
思
っ
て
８
年
間

自
宅
で
気
持
ち
よ
く
介
護
し
、看

取
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
の
思

い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。子
ど
も
た

ち
に
も
老
い
る
と
い
う
こ
と
を
見

せ
ら
れ
て
、良
い
勉
強
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

★

腰
痛
で
入
院
し
た
と
き
、

手
を
固
く
握
り
痛
み
を
分
か
ち

　　

「
小
・
中
学
校
の
思
い
出
」

　

生
ま
れ
て
か
ら
十
五
年
、北
上

川
と
山
々
に
囲
ま
れ
た
の
ど
か
な

生
活
を
送
り
ま
し
た
。運
動
会
や

遠
足
、イ
ナ
ゴ
捕
り
、つ
ら
い
こ
と

や
楽
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。中
学
校
は
遠
か
っ
た
の

で
初
め
て
の
自
転
車
通
学
。大
雪

が
降
り
、途
中
の
お
店
に
自
転
車

を
預
け
、歩
い
て
学
校
へ
行
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。卒
業
後
は
、

東
京
で
の
寮
生
活
。当
時
は
集
団

就
職
者
が
多
く
、東
北
か
ら
沖
縄

ま
で
い
ろ
い
ろ
な
地
方
の
言
葉
が

入
り
交
じ
り
、同
じ
日
本
な
の
に

こ
ん
な
に
も
違
う
も
の
か
と
面
白

お
か
し
く
、時
に
は
恥
ず
か
し
い

思
い
も
し
ま
し
た
。

　

東
京
か
ら
神
奈
川
に
移
り
住

み
、職
場
の
人
の
紹
介
で
結
婚
。現

在
は
茅
ヶ
崎
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。

実
家
を
後
に
し
て
、半
世
紀
が
過

Monthly Hot Communication

One's Home

合
っ
て
く
れ
て
マ
リ
ア
様
の
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

誠
実
で
真
っ
す
ぐ
で
正
直

だ
け
ど
、周
り
が
見
え
な
く
な
る

こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

お
互
い
が
心
の
支
え
だ
ね
。

女
房
が
い
な
い
生
活
は
考
え
ら
れ

な
い
よ
。愛

す
る
旦
那
様
、家
族
、兄

弟
や
皆
さ
ん
と
仲
良
く
す
る
こ
と
。

老
人
の
集
い
の
場
と
し
て
、

月
２
回
カ
フ
ェ
を
開
く
こ
と
。

元
気
で
お
互
い
の
趣
味
や

自
分
た
ち
の
生
活
を
楽
し
ん
で
過

ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
思
相
愛
で
い
つ
ま
で
も
一
緒
に

ぎ
ま
し
た
が
、今
で
も
ふ
る
さ
と

の
友
と
は
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

結
婚
し
て
か
ら
は
、な
か
な
か
自

由
な
時
間
が
な
く
、冠
婚
葬
祭
で

も
な
い
限
り
帰
省
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。初
め
て
一
人

で
帰
省
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
十
一
年
前
、松
島
で
還
暦
の
お

祝
い
会
が
開
か
れ
た
時
で
し
た
。

や
っ
と
大
勢
の
友
に
会
え
る
と
ド

キ
ド
キ
、ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。と
て
も
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
の

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
１
カ
月
後
の
３
月
11
日
、東

日
本
大
震
災
。テ
レ
ビ
の
映
像
を

見
て
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。我
が
ふ
る
さ
と
が
―
。涙
が

止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。10
年
ひ

と
昔
と
い
い
ま
す
が
、今
は
３
年

と
も
い
わ
れ
、時
代
は
ど
ん
ど
ん

流
れ
て
い
き
ま
す
。あ
れ
か
ら
11

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。復
興
が
進
ん

で
い
る
所
、ま
だ
ま
だ
の
所
も
あ

る
よ
う
で
す
が
、そ
れ
で
も
東
北

の
人
た
ち
は
負
け
な
い
で
す
。前

向
き
な
姿
勢
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

人
の
た
め
に
何
か
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
。自
分
に
問
い
か
け
ま

す
が
、せ
め
て
人
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に
、自
分
の
健
康
、家
族

の
健
康
、そ
し
て
ま
た
元
気
で
友

に
会
え
る
事
を
楽
し
み
に
、一
日

一
日
を
悔
い
の
な
い
生
活
を
送
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
2
月
号
は
短
歌
で
す
。住
所・
氏
名・
電
話
番
号

を
記
入
し
、1
月
31
日（
月
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。作
品・氏
名
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　

今
月
は
、豊
里
地
域
産
物
活
用

施
設「
産
直
が
ん
ば
る
館
」の
髙
橋

涼り
ょ
う

子こ

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　

寒
さ
が
厳
し
い
季
節
を
迎
え
、

キ
ャ
ベ
ツ
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、ネ

ギ
な
ど
の
葉
物
が
鍋
物
の
具
材
に

人
気
で
す
。野
菜
は「
採
れ
た
て
で

味
が
良
く
値
段
が
手
頃
」だ
と
、市

内
だ
け
で
な
く
市
外
か
ら
の
リ

ピ
ー
タ
ー
も
多
い
で
す
。

　

そ
の
他
に
は
切
り
ゴ
ボ
ウ
や
落

花
生
が
人
気
で
す
。切
り
ゴ
ボ
ウ

は
、ふ
ん
わ
り
し
た
細
目
の
千
切

り
で
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
歯
ご

た
え
。ニ
ン
ジ
ン
と
合
わ
せ
た
キ

ン
ピ
ラ
や
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
雑

煮
の
具
材
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま

す
。地
元
産
落
花
生
は
と
て
も
お

い
し
い
と
フ
ァ
ン
の
多
い
商
品
で

す
。年
末
年
始
の
だ
ん
ら
ん
の
お

や
つ
に
お
す
す
め
で
す
。

　

今
後
も
求
め
や
す
い
価
格
で
旬

の
物
を
販
売
し
て
い
き
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

　

冬
の
ホ
タ
ル
が
瞬
く「
豊
里
駅

前
冬
の
蛍
通
り
」が
駅
前
を
彩
り

ま
す
。買
い
物
と
一
緒
に
駅
前
通

り
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。豊

里
地
域
産
物
活

用
施
設「
産
直
が
ん
ば
る
館
」

☎
０
２
２
５（
７
６
）６
２
０
１
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☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

計
年
度
任
用
職
員
登
録
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、各
総
合
支

所
に
持
参
す
る
か
、総
務
部
人
事

課
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
子
育
て
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

１
月
16
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

心
肺
蘇
生
法
、Ａ
Ｅ
Ｄ
使

用
方
法
、止
血
法
な
ど

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

無
料15

人（
先
着
順
）

１
月
９
日（
日
）ま
で

消
防
署
へ
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い

※
再
講
習
希
望
者
も
募
集
し
て
い

ま
す

消
防
署
救
急
係

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

45
分
〜
６
時
30
分
▼
長
期
休
業

日
・
土
曜
・
振
替
休
業
日
／
早
番
＝

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
１
時
15
分

／
遅
番
＝
午
後
０
時
45
分
〜
午
後

６
時
30
分

※
状
況
に
よ
り
、勤
務
時
間
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▼
指
導
員
＝
放
課
後
児
童
支
援
員

資
格

※
次
に
該
当
す
る
人
は
、勤
務
し

な
が
ら
資
格
を
取
得
で
き
ま
す

▼
保
育
士
ま
た
は
社
会
福
祉
士
の

資
格
を
有
す
る
▼
幼
稚
園
・
小
学

校
・
中
学
校
、高
等
学
校
な
ど
の
教

員
免
許
状
を
有
す
る
▼
大
学
・
大

学
院
で
社
会
福
祉
学
、心
理
学
、教

育
学
、社
会
学
、芸
術
学
、体
育
学

の
学
科
を
専
修
ま
た
は
相
当
す
る

課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
▼
高
等

学
校
卒
業
者
な
ど
で
、放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
に
類
似
す
る
事

業
ま
た
は
児
童
福
祉
事
業
に
２
年

以
上
従
事
し
た
▼
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
に
５
年
以
上
従
事
し

た▼
準
指
導
員
＝
特
に
な
し

▼
指
導
員
＝
月
額
11
万
４
９
２
５

円
〜
14
万
５
０
４
８
円

▼
準
指
導
員
＝
月
額
９
万
９
５
６
７

円
〜
11
万
６
７
８
０
円

※
勤
務
年
数
に
よ
り
異
な
り
ま
す

総
務
部
人
事
課
、各

総
合
支
所
で
配
布
さ
れ
て
い
る
会

を
追
っ
た
写
真
パ
ネ
ル
な
ど

と
よ
ま
振
興
公
社

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
５
６
６

２
月
６
日（
日
）午
前
10
時

迫
公
民
館

※
入
場
無
料

40
人（
要
予
約
）

大
場
勘か

ん

市い
ち

氏（
佐
沼
鹿
踊

伝
承
会
会
長
）

講
演
の
部
、演
舞
の
部迫

公

民
館

無
料（
お
や
つ
代
＝
月
千

円
程
度
、傷
害
保
険
料
＝
年
間

９
４
０
円
程
度
の
負
担
有
り
）

錦
児
童
館
に
備
え
付

け
の
入
会
申
込
書
に
、必
要
事
項

を
記
入
の
上
、１
月
28
日（
金
）ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

錦
児

童
館

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
８
３
７

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
働
く
職

員
を
募
集
し
ま
す
。子
ど
も
が
好

き
な
人
、子
育
て
の
経
験
を
生
か

し
た
い
人
、健
全
育
成
に
協
力
し

た
い
人
は
ぜ
ひ
応
募
く
だ
さ
い

▼
平
日
＝
午
後
０
時

小
学
１
〜
６
年
生

錦
学
童
ク
ラ
ブ
30
人
、錦

青
空
学
童
ク
ラ
ブ
30
人

市
内
の
小
学
校
に

通
っ
て
い
る
児
童

▼
月
〜
金
曜（
下
校
時

〜
午
後
７
時
）▼
土
曜（
午
前
７
時

30
分
〜
午
後
６
時
）▼
長
期
休
業

日（
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
７
時
）

有
料

■

１
〜
４
歳（
親
子
で
の
参

加
に
な
り
ま
す
）

１
日
15
組
程
度

月
〜
金
曜（
午
前
９
時

30
分
〜
）／
水
、木
曜
は
手
作
り
お

や
つ
を
提
供
／
第
１
、３
週
の
金

曜
日
は
親
子
リ
ズ
ム
、第
２
、４
週

の
金
曜
日
は
赤
ち
ゃ
ん
広
場
を
開

催
し
ま
す

　

宮
城
県
登
米
高
等
学
校
は
、

１
９
２
０（
大
正
９
）年
４
月
、登

米
町
立
実
科
高
等
女
学
校
と
し
て

創
立
。27
年
に
宮
城
県
登
米
高
等

女
学
校
へ
改
称
し
、48
年
に
は
宮

城
県
登
米
高
等
学
校
へ
改
称
し
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。登
米
の

人
々
や
先
輩
た
ち
の
支
え
に
よ
り

１
０
０
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま

し
た
。

　

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
、学

校
の
歴
史
を
振
り
返
る
企
画
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

３
月
31
日（
木
）ま
で

教
育
資
料
館（
旧
登
米
高

等
尋
常
小
学
校
）１
階
企
画
展
示

室

登
米
高
歴
史
年
表
、年
代

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
３
２
４

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
は
、地
域
で
育
児
の
手

助
け
が
で
き
る
人（
協
力
会
員
）

が
、育
児
の
手
助
け
を
必
要
と
す

る
人（
利
用
会
員
）を
援
助
す
る
活

動
で
す
。

　

市
で
は
、子
育
て
を
手
伝
え
る

協
力
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◉▼
市
内
に
居
住
し
て
い
る
心
身
と

も
に
健
康
な
20
歳
以
上
の
人

▼
市
が
主
催
す
る
協
力
会
員
講
習

会
を
受
講
し
た
人

◉

１
月
13
日（
木
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
３
時
15
分

南
方
庁
舎
２
階（
大
会
議

室
）

電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

１
月
７
日（
金
）

無
料

登
米

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
務
局（
南
方
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

　

錦
児
童
館
は
、令
和
４
年
度
の

会
員
を
募
集
し
ま
す
。見
学
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■

☎

▶
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

き
ち
ん
と
封
を
し
て
廃
棄
物
と
し

て
処
分
す
る
こ
と
が
可
能
で
す

▼
野
生
動
物
の
排
泄
物
な
ど
を
踏

む
よ
う
な
場
所
に
立
ち
寄
っ
た
場

合
は
、靴
で
踏
ま
な
い
よ
う
注
意

し
、必
要
に
応
じ
て
消
毒
し
て
く

だ
さ
い
。ま
た
、排
泄
物
な
ど
に
触

れ
た
後
は
、手
洗
い
な
ど
消
毒
を

お
願
い
し
ま
す

▼
愛
玩
鳥
を
飼
養
し
て
い
る
場
合

は
、飼
養
ケ
ー
ジ
を
使
用
し
、野
鳥

と
の
接
触
を
防
ぐ
な
ど
の
対
応
を

お
願
い
し
ま
す

■
　

家
き
ん
の
死
亡
羽
数
が
増
え
る

な
ど
異
常
を
見
つ
け
た
場
合
は
、

　

市
民
が
撮
影
し
た
平
筒
沼
周
辺

に
咲
く
サ
ク
ラ
や
サ
ク
ラ
の
あ
る

風
景
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

四
つ
切
り
か
Ａ
４
サ
イ
ズ

の
単
写
真
プ
リ
ン
ト

２
月
15
日（
火
）ま
で

事
務
局
に
持
参
す
る
か
郵
送
く
だ

さ
い

審
査
会（
２
月
下
旬

予
定
）に
よ
り
入
選
作
品
決
定

３
月
か
ら
４
月
下

旬
ま
で
平
筒
沼
ｙ
ｏ
ｕ
ｙ
ｏ
ｕ
館

に
展
示

吉
田

公
民
館

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
１
２
４

　
「
令
和
４
年
度
普
通
課
程
一
般

選
考
二
次
募
集
」を
次
の
通
り
実

施
し
ま
す
。就

職
に
必
要
な
知
識
と

技
能
を
習
得
し
た
い
人

自
動
車
整
備
科
、金

属
加
工
科
、木
工
科

１
月
４
日（
火
）〜
28

日（
金
）

２
月
15
日（
火
）

石
巻
高
等
技
術
専
門

校

石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

■
　

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
、オ
ン

ラ
イ
ン
お
見
合
い
に
対
応
す
る
た

め
の
ス
キ
ル
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を

随
時
受
け
付
け
し
、開
催
し
て
い

ま
す
。気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

20
〜
40
歳
の
独
身
男
女

■
　

結
婚
相
談
を
随
時
受
け
付
け
し

て
い
ま
す
。結
婚
に
関
す
る
悩
み

や
困
り
事
に
つ
い
て
一
度
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

結
婚
を
考
え
て
い
る
本
人

と
そ
の
家
族

※
結
婚
相
談
は
結
婚
相
手
を
紹
介

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。個
人
情
報
に

つ
い
て
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
安
心

く
だ
さ
い

良
縁

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
事
務
局
マ
リ
ッ
ジ
サ
ロ

ン
プ
レ
ジ
ー
ル（
担
当
＝
阿
部
）

☎
０
１
２
０（
２
７
９
）３
６
０

死m
ariage.salonplaisir@

gm
ail.

com■
　

渡
り
鳥
が
飛
来
す
る
季
節
に
な

り
、鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
心
配

さ
れ
ま
す
。鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
は
、野
鳥
観
察
な
ど
通

常
の
接
し
方
で
は
、人
に
感
染
し

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

野
鳥
が
死
ん
で
い
て
も
直
ち
に
病

気
を
疑
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
死
亡
し
た
鳥
な
ど
の
野
生
動
物

に
は
、素
手
で
触
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。野
生
の
鳥
は
体
内
や
羽
毛

な
ど
に
細
菌
や
寄
生
虫
な
ど
の
病

原
体
が
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

▼
同
じ
場
所
で
た
く
さ
ん
の
野
鳥

が
死
亡
し
て
い
る
な
ど
の
異
常
を

発
見
し
た
場
合
は
、県
ま
た
は
市

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。野
生
の

鳥
は
、餓
死
や
環
境
の
変
化
な
ど

で
死
ぬ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。素
手

で
触
ら
ず
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、

最
寄
り
の
家
畜
保
健
衛
生
所
に
連

絡
く
だ
さ
い
。家
き
ん
舎
の
出
入

り
口
と
周
辺
の
消
毒
、家
き
ん
舎

へ
の
野
生
動
物
侵
入
防
止
対
策
の

点
検
な
ど
、衛
生
管
理
の
徹
底
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

◉▼
産
業
経
済
部
農
林
振
興
課（
林

業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９

▼
東
部
地
方
振
興
事
務
所
登
米
地

域
事
務
所
林
業
振
興
部

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
２
５

◉▼
産
業
経
済
部
農
政
課（
畜
産
振

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

◉

☎

興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

▼
県
東
部
家
畜
保
健
衛
生
所（
防

疫
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
３
９
５

　

里
親
と
は
、さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
親
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
な
い
子
ど
も
を
家
庭
に
迎
え
入

れ
、温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
、愛
情

と
真
心
を
持
っ
て
育
て
て
く
れ
る

人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。子
ど
も

を
預
か
る
期
間
は
、数
日
か
ら
数

年
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。夏
休
み

や
冬
休
み
の
間
の
数
日
間
だ
け
預

か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

関
心
の
あ
る
人
は
、問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
東
部
児
童
相
談
所

☎
０
２
２
５（
９
５
）１
１
２
１

▼
み
や
ぎ
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
け

や
き

☎
０
２
２（
７
１
８
）１
０
３
１

　

例
年
、事
業
者
を
対
象
に
開
催

し
て
い
た
決
算
説
明
会
は
、感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
開
催
を
見
合

わ
せ
ま
し
た
。そ
こ
で
、「
決
算
の

し
か
た（
青
色
申
告
編
・
白
色
申

告
編
）」を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
国
税

庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
掲
載
し
ま

し
た
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

佐
沼
税
務
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
５
０
１

➊
➋
➌

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、口
座
振

替
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、金

融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省

け
、納
め
忘
れ
も
な
く
な
り
、と
て

も
便
利
で
す
。ま
た
、当
月
分
保
険

料
を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ

と
で
、月
々
50
円
割
引
さ
れ
る「
早

割
制
度
」や
、現
金
納
付
よ
り
も
割

引
額
が
多
い「
６
カ
月
前
納
」、「
１

年
前
納
」や「
２
年
前
納
」も
あ
り
、

大
変
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合

は
、納
付
書
か
年
金
手
帳
、通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
し
、希

望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務

所
へ
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

下田中53番地8 0220-23-8688
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１
月
11
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時
30
分

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

◉

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

レ
ッ
ス
ン
＆
タ
ッ
チ
ケ
ア

１
月
12
日（
水
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分米山

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

◉

電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

１
月
25
日（
火
）❶
午
前

９
時
30
分
〜
❷
午
前
11
時
〜
❸

午
後
１
時
30
分
〜
❹
午
後
３
時

〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す

▼
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
２

親
子
手
帳
、筆
記
用
具

◉

市
内
在
住
の
妊
婦
、乳
児

期
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
人

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付
時
間
は
午
前
９
時
40
分
〜
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

親
子
手
帳
、筆
記
用
具

◉
　

妊
娠
中
の
こ
と
や
出
産
、育
児

に
つ
い
て
、一
人
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。心
配
な
こ
と
や
不
安
な

こ
と
な
ど
、気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。助
産
師
が
個
別
相
談
に
応
じ

ま
す
。

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

が
い
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

　

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）や
離
婚
、虐
待
、セ

ク
ハ
ラ
、家
族
の
悩
み
ご
と
な
ど
、

人
間
関
係
で
悩
む
女
性
の
た
め
の

面
接
相
談
を
開
催
し
ま
す
。一
人

で
悩
ま
な
い
で
、気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
り

ま
す

１
月
19
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時

登
米
保
健
所

　

農
業
者
年
金
は
、農
業
者
が
よ

り
豊
か
な
老
後
の
生
活
を
過
ご
せ

る
よ
う
に
、国
民
年
金
に
上
乗
せ

す
る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

で
、年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
60
歳
未
満
の
人
で
あ
れ
ば
、

農
業
経
営
者
、家
族
従
事
者
な
ど
、

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

※
保
険
料
と
合
わ
せ
て
、国
民
年

金
の
付
加
保
険
料（
月
額
４
０
０

円
）の
納
付
が
必
要
で
す

▼
生
活
設
計
に
合
わ

せ
て
、保
険
料
を
自
由（
月
額
２
万

〜
６
万
７
千
円
）に
決
め
ら
れ
ま

す
▼
支
払
っ
た
保
険
料
は
、全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
に
な
り
ま
す

▼
認
定
農
業
者
な
ど
の
農
業
の
担

い
手
に
は
、保
険
料
の
国
庫
補
助

（
政
策
支
援
）が
あ
り
ま
す

農
業
委
員
会
事
務

局（
農
政
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

　

高
齢
化
が
進
み
介
護
の
必
要
な

人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。介
護
に

直
面
し
た
人
で「
本
当
は
仕
事
を

続
け
た
い
が
、介
護
を
す
る
た
め

に
辞
め
る
し
か
な
い
」と
悩
ん
で

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。「
ど
う
し

た
ら
介
護
を
続
け
な
が
ら
働
く
こ

と
が
で
き
る
の
か
」は
、介
護
保
険

制
度
な
ど
に
よ
る
支
援
や
サ
ー
ビ

ス
を
上
手
く
組
み
合
わ
せ
、働
け

る
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
両

立
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

仕
事
と
介
護
の
両
立
で
心
配
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
住
ま

い
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

◉
　

妊
娠
中
の
生
活
を
快
適
に
過
ご

し
、赤
ち
ゃ
ん
を
健
康
に
生
み
育

て
る
た
め
に
、正
し
い
知
識
を
身

に
付
け
る
た
め
の
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

※
３
回
で
１
セ
ッ
ト
の
サ
ロ
ン
で

す
が
、１
回
の
み
受
講
す
る
こ
と

も
可
能
で
す

市
内
在
住
の
妊
婦
、そ
の

配
偶
者
・
父
母

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

迫
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

（令和３年11月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,613 9,608 10,146 19,754 （▲22）

登米 1,755 2,198 2,351 4,549 （▲6）

東和 2,271 2,878 2,953 5,831 （▲14）

中田 5,267 7,547 7,805 15,352 （▲13）

豊里 2,123 3,101 3,172 6,273 （▲13）

米山 2,844 4,303 4,375 8,678 （▲19）

石越 1,538 2,273 2,261 4,534 （▲9）

南方 2,724 4,037 4,215 8,252 （▲9）

津山 1,124 1,452 1,586 3,038 （▲3）

合計 27,259 37,397 38,864 76,261 （▲108）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

　❶時間と心にゆとりを持ち、適度な緊張感で運転しましょ
う❷早朝や夜間などは特に気を付けましょう❸ライト点灯
とハイビームの活用で歩行者などを早めに発見しましょう

（令和３年11月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ３ Ｒ２ 増減数

人身事故
発生件数 86件 108件 ▲22件

死者数 2人 3人 ▲1人

負傷者数 89人 134人 ▲45人

物損事故
発生件数 1,200件 1,088件 112件

※Ｒ３年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載
掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です

令和３年
累計

前年同月

開
催
前
日
ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
託
児
希
望
者
は
６
日
前
ま
で
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い

県
東
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商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
に

伴
い
、悪
質
な
訪
問
販
売
や
勧
誘

行
為
、契
約
や
取
引
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
・
多
重
債
務
な
ど
、消
費

生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

登
米
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
で

は
そ
う
し
た
被
害
や
不
安
、苦
情

の
相
談
を
専
門
の
相
談
員
が
受
け

付
け
、問
題
解
決
の
た
め
の
助
言

や
あ
っ
せ
ん
な
ど
、解
決
や
未
然

防
止
に
向
け
て
の
手
助
け
を
し
て

い
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は

守
り
ま
す
。
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８
時
30
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午

後
４
時
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日
、年
末

年
始
を
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１
月
28
日（
金
）午
後
１
時

〜
４
時
10
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
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タ
ー
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ょ
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無
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生
活
や
仕
事
の
悩
み
、心
配
事

な
ど
を
専
門
知
識
を
持
つ
支
援
員

に
相
談
で
き
ま
す
。相
談
は
無
料

で
、秘
密
は
守
り
ま
す
。

１
月
11
日（
火
）午

前
10
時
〜
午
後
４
時
＝
上
沼
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
、１
月
25
日（
火
）

午
前
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時
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午
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４
時
＝
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公
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米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

　

自
動
車
事
故
の
被
害
に
遭
い
、

示
談
を
め
ぐ
る
損
害
賠
償
の
問
題

で
困
っ
て
い
る
人
へ
、弁
護
士
が

中
立
・
公
正
な
立
場
で
、当
事
者
間

の
紛
争
解
決
を
手
伝
い
ま
す
。

　

被
害
者
本
人
に
損
害
賠
償
問
題

の
法
律
知
識
が
無
く
て
も
、交
渉

に
不
慣
れ
で
も
安
心
で
す
。弁
護

士
費
用
は
、か
か
り
ま
せ
ん
。ま
ず

は
、電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。
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台
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編

集

後

記

▼
叙
勲
・
褒
章
・
各
表
彰
を
取

材
。情
報
提
供
先
が
な
い
と
、広

報
担
当
だ
け
で
は
、正
し
い
内

容
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
伝
え
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。広
報
の

編
集
期
間
が
短
い
中
、関
係
者

の
皆
さ
ま
の
思
い
や
り
に
よ
る

協
力
や
迅
速
な
対
応
と
確
認
を

い
た
だ
き
、紙
面
で
紹
介
が
で

き
ま
す
。優
れ
た
人
格
に
触
れ
、

学
び
に
尽
き
ま
す
。（
髙
橋
）

▼「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
心
身

を
鍛
え
、勉
強
と
両
立
し
な
が

ら
思
春
期
を
過
ご
し
、将
来
は

明
る
く
優
し
い
母
親
に
な
っ
て

ほ
し
い
」と
温
か
い
目
で
選
手

を
見
守
る
監
督
。強
豪
チ
ー
ム

に
育
っ
た
登
米
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ガ
ー
ル
ズ
が
、女
子
野
球
で
市

内
の
ス
ポ
少
活
動
を
盛
り
上
げ

ま
す
。（
佐
々
木
）

▼
１
月
３
日
、東
日
本
放
送
で

放
送
さ
れ
る「
み
や
ぎ
ふ
る
さ

と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」の
収
録
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。今
回
は
、市
内

の
高
校
生
た
ち
が
学
校
の
枠
を

超
え
て
集
ま
り
、映
像
を
作
成
。

勉
強
や
部
活
動
で
忙
し
い
合
間

を
縫
い
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
な
が
ら
一
生
懸
命
に
作
っ
た

作
品
を
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
三
浦
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

　市内のスポ少野球チームに所属する女子で結成
された登米オールスターガールズが「第11回東北
小学生女子野球交流大会チャレンジの部」（同連絡
協議会主催）で、初優勝を成し遂げた。
　５年前、地域の野球チーム存続が難しくなって
きたことを感じていた阿部信

の ぶ

広
ひ ろ

監督は、女子野球
を通じてスポ少を盛り上げたいと新チーム結成に
向け前チームコーチたちと選手を募った。チーム
結成直後、まずはボールの握り方から教えた。基
本を大切にする阿部監督は、それぞれのチームで
活躍している選手たちにもう一度基礎を叩き込ん
だ。「基本を習得することでそのスポーツを正しく
理解できる。基礎の積み重ねが上達の近道」と話す
阿部監督のチーム目標は楽しむこと。キャプテン

の千葉柚
ゆず

希
き

さん＝新田小６年＝が「チームの雰囲
気は明るく、女子同士だからこその結束力がある」
と話す通り、普段は別チームのメンバーだがグラ
ンドにはにぎやかな声が絶えず響き渡る。
　今大会、選手たちは「今年こそは優勝」という強
い思いで試合に臨んだ。決勝は満塁で始まり、点差
が付いた時点で試合終了になる短期決戦。初回、４
点を失う苦しい幕開け。迎えた裏の回では、重い
空気が漂う中粘りの野球を展開し、連打で同点に
追い付くと２回に逆転。サヨナラ勝ちで念願の優
勝旗を手にした。「女子の大会は年に２回だけ。今
年はどちらも優勝することができたので、来季の
チームもこの勢いに乗っていきたい」と連覇に向
けて照準を合わせた。
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